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Ⅰ 沖縄防衛局が発注する建設工事等に関する審議

審 議 対 象 期 間 令和３年１月１日 ～ 令和３年３月３１日

審 議 対 象 件 数 ７６ 件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 ６件 （審議概要）

建 一 般 競 争 ３件 ･対象期間における契約状況、指
設 名停止状況、低入札価格調査につ
工 指 名 競 争 ０件 いて報告
事

随 意 契 約 ０件 ･審議対象案件における工事・業
務概要、競争参加資格の設定及び

建設コンサルタント業務等 ３件 落札者決定の経緯等について説明

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの 【契約状況・指名停止状況・低
意見・質問 入札価格調査状況について】

〇 石垣島隊庁舎（A)新設電気 〇 調査基準価格の設定について
○それに対する その他工事の落札率をみる は、「工事等に係る防衛省所管
回答等 と、91.54％となっており、 契約事務取扱細則第２５条第１

一般競争入札では決して低い 項に規定する基準の運用につい
落札率ではないように思われ て（通知）」が発出されてお
るが、調査基準価格はどのよ り、これに定められた率により
うに算出しているのか。 算出している。

【抽出事案について】

● 工 事
一般競争入札方式
・ハンセン(Ｒ２)隊舎（４０１
１）新設建築工事

〇 この案件は、ハンセン(R2) 〇 この工事は、隊舎の新設工事
隊舎（4009）、（4010）を含め として、(4009)、（4010）、（401
て一括審査方式となっている 1）それぞれ16,600平方メート
が、工事を３件に分けた考え ル程度の隊舎及び附属施設３棟



方を工事の全体像を含めて教 の新設工事となっている。
えていただきたい。 次年度以降発注する予定の後

工事も含めると１棟当たりでも
大規模な工事となる。工事は同
時進行で行う必要があり、米軍
との調整等も含めて業務内容が
多岐にわたるため、工事の円滑
な進行の必要性及び地元企業の
受注機会の確保という点を捉え
て３工区に分割して発注した。

〇 後工事については、今回受 〇 一定期間公示をしたうえで、
注した業者と随意契約を行う 応募者がいなかった場合は随意
予定なのか。 契約となる。

〇 随意契約となった場合、前 〇 仮に後工事が随意契約となっ
工事の時に金額を抑えて入札 た場合、予定価格を積算する際
しておいて、後工事の見積り に、前工事の落札率を積算価格
で金額をあげてくるようなこ に乗じて予定価格を作成するの
とはないのか。 で、そのようなことはないと考

える。

〇 技術提案の評価点をみると 〇 本入札の前に開札された（40
落札者より評価点の高い参加 09）を落札した１社と、入札価
者がいるが、無効になってい 格が調査基準価格未満で、施工
る理由を教えてほしい。 体制の資料提出を辞退した者が
また、評価点の内訳で「そ 無効となっている。

の他」となっているのは何を また、評価点の内訳で、「そ
評価したものか。 の他」となっているのは、ワー

クライフバランス等推進企業の
評価であり、女性活躍推進法に
基づく認定、次世代法に基づく
認定、若者雇用促進法に基づく
認定のいずれかを受けていれば
評価の対象としている。

〇 入札価格が同額になってい 〇 各参加者から提出される内訳
る２社があるが、積算内訳等 明細書の内容を確認したとこ
はどうなっているのか。 ろ、工事費等の各項目で積算内

容が異なっており、たまたま同
一の金額となったと考えられ
る。

一般競争入札
・石垣島（２）隊庁舎（Ａ）新
設電気その他工事

〇 この工事は低入札調査を受 〇 入札価格を低減できた理由、
けての契約となっているが、 積算項目や数量等の適正性、手
どういった調査の上、履行可 持ち工事等の状況、過去の官公
能と判断したかを教えていた 庁実績、現在の経営状況等を調
だきたい。 査した結果、履行可能と判断し

た。



一般競争入札
・ハンセン（Ｒ２)橋梁上部工
新設工事（その２）

〇 ハンセンの橋梁工事につい 〇 この橋梁工事は、PC橋梁を２
て、橋梁下部工事については 箇所にかける計画となってお
一括審査となっているが、上 り、上部工は構造が異なる橋梁
部工事は一括審査にしなかっ を架ける必要があるため別々の
たのはなぜか。その結果とし 工事として発注し、下部工は橋
て、上部工は（その１）、（そ 台の設置等工事内容が共通する
の２）を同一の者が受注して ため一括審査とした。
いるが、２件の工事を施工す 結果として、同一の参加者が
るのに特に問題はないのか。 落札、受注することとなった

が、受注者も２件の施工ができ
るものとして参加しており、問
題ないと判断した。

〇 上部工（その１）と（その 〇 同時期に施工する予定であ
２）の施工時期は異なってい る。
るのか。

〇 評価点の内訳で、「企業の 〇 先の２案件はＷＴＯ基準額以
信頼性、社会性」の項目は先 上の案件であり、技術提案での
に審議された工事２案件では 評価を行うものだが、この案件
示されていなかったが、この は基準額未満の工事であるた
内容はどういった場合に評価 め、参加者の施工能力等、過去
されるものか。 の実績で評価することとなって

いる。
なお、基準額未満の評価の場

合、当局では地元での地域精通
度及び地域貢献度を重視してお
り、企業の地元での施工実績、
地元企業の下請け採用状況等を
評価する内容となっている。

〇 基準額以上で企業の信頼 〇 ＷＴＯ基準額以上の案件の調
性、社会性等を評価しない法 達については、政府調達協定に
令の根拠を教えてほしい。ま に則り処理しなければならな
た、基準額以上、基準額未満 い。同協定では内外無差別の原
とで評価項目等を定めたもの 則が謳われており、地域精通度
があるのか。 等の評価は外国企業にとって不

利となることから評価しないこ
ととしている。
また、基準額以上、基準額未

満の各々の評価の項目について
は、「建設工事請負契約に係る
総合評価落札方式の適用に係る
事務処理要領について」で定め
られている。

〇 地域評価の場合の地域はど 〇 恩納村以北の地域を対象とし
のようにエリア分けされてい た北部型、普天間飛行場周辺市
るのか。 町村を対象とした普天間型、沖

縄市を対象とした知花型、石垣
市を対象とした石垣島型、宮古
島市を対象とした宮古島型とい



う設定にしている。
また、それ以外に沖縄県を一

つの地域としてとらえる沖縄全
県型を設定している。

〇 同工事の評価点で企業の能 〇 技術者の評価は配置予定技術
力や信頼性・社会性の評価点 者の過去の実績等を評価するも
では上位にありながら、配置 のであるが、点数が低くなって
予定技術者の能力の評価点が いる参加者は、評価の対象とな
比較的抑えられている者がい る施工経験等が比較的少ない技
るがなぜか。また、入札無効 術者を配置予定技術者として申
となっているのはなぜか。 請したためと考えられる。

また、入札が無効となってい
るのは、入札金額が調査基準価
格未満で、施工体制確認の資料
提出を辞退したことによるもの
である。

●業 務
・一般競争入札
瑞慶覧（２）磁気探査業務（そ
の１）

〇 この業務は（その１）から 〇 （その１）は、（その２）か
（その７）まで分かれてお ら（その７）と隣接した地域で
り、（その１）だけが一括審 の業務とはなっているが、（そ
査方式から外れているが、 の１）の業務内容には磁気探査
（その１）だけを一括審査か の他に土壌撤去が含まれてお
ら外した理由を教えていただ り、（その２）以降の業務内容
きたい。 と異なるため、一括審査に含め

ていない。

〇 技術評価点の内訳で「その 〇 ワークライフバランスの評価
他」という項目があり５点が で１点、若手技術者の配置で最
配点されているが、何をどの 大２点、女性技術者の配置で最
ような配点で評価したもの 大２点を加点する配点となって
か。 いる。

一般競争入札
・瑞慶覧（Ｒ２）倉庫（４２０
１）等新設測量等調査

〇 こちらは全ての業務の中で 〇 入札価格を低減できた理由、
最も落札率が低かったが、低 積算項目や数量等の適正性、手
入札価格調査をして、業務が 持ち工事等の状況、過去の官公
履行できるとした理由を教え 庁実績、現在の経営状況等を調
ていただきたい。 査した結果、履行可能と判断し

た。

公募型プロポーザル方式
・シュワブ（Ｒ２）統括事業監
理業務（その２）



〇 業者からの参考見積を基に 〇 予定価格の作成に当たって
予定価格を作成しているの は、特定した業者から提出され
か。 た見積を参考に、当局の特記仕

様書の数量、公表されている技
術者単価及び積算基準等を基
に、予定価格の基礎となる積算
価格内訳明細書を作成してい
る。

〇 受注者から提出された参考 〇 業者から提出された参考見積
見積と、実際に見積合わせを は令和２年度の技術者単価を基
して契約した金額に差がある に作成されていたが、提出後、
が、この要因は何か。 令和３年３月１日以降に契約を

締結する工事及び業務は令和３
年度の新労務単価を適用するこ
ととなり、本業務も新労務単価
が適用されることから、参考見
積と見積合わせの見積書では金
額が異なっている。

委員会による意
見の具申又は勧 ・なし
告の内容

２．談合疑義案件の処理状況について

談 合 疑 義 件 数 ０件 （審議概要）

工 談 合 情 報 ０件

事 点 検 結 果 疑 義 ０件

業 談 合 情 報 ０件

務 点 検 結 果 疑 義 ０件

意 見 ・ 質 問 回 答
○委員からの
意見・質問

○それに対する ・なし
回答等

委員会による意
見の具申又は勧 ・なし
告の内容

３．入札結果の事後的・分析結果について

審 議 概 要



意 見 ・ 質 問 回 答
○委員からの
意見・質問

○それに対する ・なし
回答等

委員会による意
見の具申又は勧 ・なし
告の内容

４．再苦情処理（再説明請求回答）

再 苦 情 申 立 件 数 総件数 （備考）
（再説明請求件数） ０件

建 一般競争（政府 調達協定対象外） ０件
設
工 指 名 競 争 ０件
事

随 意 契 約 ０件

建設ｺ ﾝ ｻ ﾙ ﾀ ﾝ ﾄ業務等※ ０件

申立日 件 名 契約方式 内容等

再苦情申立概要
（再説明請求概要）

意 見 ・ 質 問 回 答
○委員からの
意見・質問

○それに対する ・なし
回答等

委員会による意
見の具申又は勧 ・なし
告の内容



Ⅱ 契約実施機関が締結する契約（地方防衛局等が発注する建設工事等を除く。）に

関する審議

審議対象機関 沖縄防衛局

審 議 対 象 期 間 令和２年 ４ 月 １ 日 ～ 令和３年 ３ 月３１日

審 議 対 象 件 数 ３９６件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 ８件 （審議概要）

一 般 競 争 ３件 ・調達の概要、競争参加資格の設
定等について説明

指 名 競 争 １件

随 意 契 約 ４件

意 見 ・ 質 問 回 答

審議対象事案

○委員からの ・「沖縄・地域安全パトロール
意見・質問 隊」の道路巡回業務（R2）

〇 数年前の米軍属による事件 〇 事業の効果は、なかなか数値
を受けて実施していると思う 化できないため、事業性評価は

○それに対する が、ニュース報道からする 実施していないが、国としてで
回答等 と、本来の目的と多少異なる きることは全てやるという方針

成果が出ているように感じて の下、県民の安全・安心を確保
いる。事業の必要性・意義等 するために、引き続き実施する
も踏まえ、事業性評価はおこ 方向で考えている。
なっているのか。

〇 国内の犯罪を未然に防ぎ、 〇 本業務は、内閣府主導の下、
地域の安全を守るのは、警察 開始された事業である。事故等
の役目であり、防衛局の本来 を発見したら、警察に通報する
の仕事とは思えない。事件が 体制を採っており、警察とは異
起こる前は、防衛局によるパ なり逮捕等は行えないが、県民
トロールの実施はなかったと の安全・安心を確保するために
思うが、どう考えているか。 実施している。

〇 コロナ禍で、飲食店の営業 〇 パトロールの時間帯、隊員数
が短縮された期間も、契約期 の体制は変更することなく実施
間に含まれていたと思うが、 し、緊急事態宣言期間中は、繁
パトロールの時間帯に変更は 華街を重点的にパトロールをす
なかったのか。 る対応を取った。

〇 予定価格が約６５００万 〇 派遣元を通じて隊員に支払わ
円、契約金額が約４６００万 れる時給金額までは承知してい
円で約７０％の落札率となっ ないが、適切な金額であること
ている。従業員に支払われる は確認している。
時給は８５０円程度と理解し



てよいか。

〇 積算価格で採用している業 〇 予定価格を作成するために、
者と、入札参加業者が異なる 見積書を依頼した業者と、実際
が、予定価格は、株式会社り に入札に参加した業者は異なっ
ゅうせきフロントラインの見 た。
積額を参考にしたのか。 予定価格は、３者見積のうち

最低価格の株式会社りゅうせき
フロントラインの見積額を参考
にした。

〇 履行先が、中北部近郊とな 〇 業務内容は、南部近郊と同一
っており、南部近郊に比べ、 であり、補償等は行っていな
米軍施設が多く駐留し、パト い。
ロールする上で、米軍人・軍
属との接触の機会も多くなる
と想定されるが、パトロール
隊への補償やケアはされてい
るか。沖縄総合事務局が実施
するパトロールとの差異はあ
るのか。

・「宮古島宿舎（仮称）の用地
取得に係る不動産鑑定評価業
務」

〇 入札の参加資格の要件に、 〇 個人が名簿に登録されている
競争参加資格（全省庁統一資 事例は把握できていないが、鑑
格）が必要とあるが、個人事 定士が所属している事務所とし
業主が当該資格を取得すれ て資格を取得することは可能と
ば、個人事業主も業務を請け 思われる。（全省庁統一資格の
負うことができるのか。 申請は個人も想定されてい

る。）

〇 落札率はだいぶ低いもの 〇 鑑定業務の資格を有してお
の、調査基準価格を設定する り、過去の実績等を確認した。
調達ではなかったため、低入 落札後の打ち合わせの席で、業
札価格調査を実施していない 者の意思を確認し、落札額の事
と思うが、履行の実現につい 情についても問題ないと判断し
ては確認したのか。 た。その後の履行結果も問題は

なかった。

〇 公共事業の土地の買取に関 〇 基準に1者だけとする規定は
する鑑定業務は、複数者に依 ない。過去には、３者の平均見
頼するケースもあるようだ 積価格で実施していたが、必ず
が、本件の場合、１者だけで 複数者依頼して平均する理由も
問題ないという基準のような ない。資格の有る者が算出した
ものはあるのか。 価格であれば問題ないと考えて

いる。



・「北部（R2）保安警備業務」

〇 調達している警備業務に 〇 陸上警備は、キャンプ・シュ
は、海上警備と陸上警備があ ワブにおいて実施している業務
るが、本保安警備との違いは であり、本保安警備は、北部訓
何か。 練場で実施している業務であ

る。

・「嘉手納弾薬庫地区（知花地
区）（Ｒ２）現況調査」

〇 一般的には、価格競争を行 〇 「建設工事に係る技術業務委
う事案と思われるが、プロポ 託の契約等の事務処理要領につ
ーザル方式を採用したのはな いて」の通達に、環境調査を含
ぜか。 む環境アセスメントについて

は、原則、簡易公募型プロポー
ザル方式を採用すると記載され
ているため、本方式を採用し
た。

〇 環境調査項目は多岐に渡る 〇 本業務においては２社、下請
ため、通常、下請け業者が関 けとして関わっている。
わると思うが何社関わってい
るか。

・「令和２年度駐留軍等労働者
の給与金支払事務の一部銀行委
託契約」

〇 沖縄銀行と琉球銀行のみに 〇 みずほ銀行、沖縄海邦銀行、
指名競争入札通知書が送付さ 鹿児島銀行に声掛けを行った
れているのはなぜか。 が、事前に断りの意思を確認し

ていたため、沖縄銀行、琉球銀
行の２者のみに通知書を送付し
た。しかし、入札当日に、琉球
銀行が欠席したため、結果的
に、沖縄銀行の１者となった。

〇 指名対象５行のうち、４行 〇 実態は把握している。防衛本
が辞退するというのは、価格 省と連携しながら、適正な予算
や業務内容を確認する必要が 確保に努めるとともに、公平
あるのではないか。 性、競争性を担保しつつ両立を

図っていければと考えている。

〇 全国的に価格設定が低いの 〇 他の地方防衛局の実態は把握



か。それとも、沖縄だけが特 していないが、おおむね同様か
別に低いのか。 と思われる。

〇 各金融機関の口座数を把握 〇 把握できる。
できるのか。

・「新型コロナウイルスＰＣＲ
検査委託業務」

〇 対象者や実施回数、実施方 〇 昨年７月、沖縄県においてク
法等、契約内容について確認 ラスターの認定がなされたこと
したい。 を受け、キャンプ・ハンセン、

普天間飛行場において、感染拡
大防止の観点から、緊急的にＰ
ＣＲ検査を実施する必要が生じ
た。当時、約８００名の従業員
が実施済みであったため、未実
施の約３００名の従業員に対す
るＰＣＲ検査の単価契約を行っ
た。検査は１回を予定してい
た。
しかしながら、基地内におけ

る感染の広がりが落ち着き始め
ていたことから、実施する必要
はないという判断に至り、結果
的には検査の実績はなく、支払
実績もない。

・「令和２年度工芸品の借上」

〇 購入ではなく借上げが一般 〇 他の官署については承知して
的なのか。 いないが、購入と借上げの双方

を比較した上で、借上契約を行
っている。
借上げに際しても、来賓をも

てなす空間整備の１つとして、
季節ごとに工芸品を入れ替える
ことを行っている。

〇 いつから調達しているの 〇 契約の始期は正確ではない
か。 が、５年以上になると思う。
期間によっては購入した方 市場調査によれば、高価なもの

が経済的ではないのか。 で数万円となり、２点設置する
となると、より高額になってし
まう。年間通して購入費用が高
額になるより、借上げで安価
に、また、定期的に工芸品を入
れ替えたいという目的もあり借
上契約としている。



〇 仮に破損した場合、どのよ 〇 契約書に具体的に明記してい
うな対応となるのか。契約書 ないが、天災によるものであれ
に明記したほうがよい。 ば、受注者の負担となり、当局

の過失によるものであれば、双
方協議の上、判断されると思
う。

・「地方防衛局ＯＡネットワー
ク・システム買取（南関東・沖
縄）（０２増設）」

〇 随意契約を行ったのは、 〇 セキュリティや互換性の関
「増設」だったため、これま 係上、これまで契約している相
での業者に継続して依頼した 手方でないと対応ができなかっ
のか。 たことから、改めて増設に係る

随意契約を行った。

〇 官報に英語表記で公告して 〇 本件は、随意契約ではある
いる理由はあるか。 が、政府調達（ＷＴＯ）案件と

なる契約予定金額であったた
め、官報公告が必要であり、そ
の規定により英語表記の公告も
行った。


